
第3回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問〔３〕⑵ ニヌ

知識・技能の理解の質が問われる問題で、各学力層で差がついた

第１問〔３〕⑵ ニヌ

正解率 ３0.８％
SS6５～７０ 91．７％
SS６０～6５ ７５．１％
SS5５～６０ ５２．６％
SS5０～５５ ３０．５％
SS４５～５０ １４．２％

数学Ⅰ・Ａ

2021年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「数学Ⅰ・A」
受験者数： 216，555人
平均点： 4６.３点
標準偏差： ２１.７

第１問〔3〕⑵ ナ

正解率 ４6.５％
SS6５～７０ ９４．３％
SS６０～6５ ８３．８％
SS5５～６０ ６８．６％
SS5０～５５ ５１．６％
SS４５～５０ ３４．８％

【参考】

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第3回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第3回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問〔3〕⑵の設問［ニヌ］の正解率は30.8％で、前設問［ナ］の正解率46.5％
から大きく下回り、各学力層で大きく差がつく結果となりました。

問題は線分BHの長さの条件からcosαのとり得る値の範囲を求める内容です。
BHはsinαで表されているので、三角比の相互関係を用いるという方針を立てること
ができます。また、三角比の定義に基づいてαの範囲に着目することにより、直接
cosαの値の範囲を求めることもできます。

設問の流れから、どの定理・公式を活用すればよいかを判断できたかどうかが差
がつくポイントになっています。

共通テストでは、問題解決の過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用す
る力や、見通しを立てる力が問われます。しかし、定義、定理・公式は覚えて活用でき
ても、前設問までに得られた結果を活用する力はまだ十分身についていない時期だ
と思われます。

この問題のように前設問までの結果と条件式を活用する際には、わかっている情
報と目指す目標を整理して、問題全体の流れ（考察の流れ）を押さえたうえで、どの
ような定理・公式が利用できるかを考えることが大切です。

本番まで問題演習の時間は限られていますが、かき込んだ図から必要な情報を取
り出したり、前設問までの結果の活用を意識して取り組むことにより、結果を活用する
力、構想を立てる力を高めていくことができます。

結 果 分 析

指導の ご提案
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